
 

自動車局審査・リコール課リコール監理室 

TEL：03 – 5253 - 8111  内線42354 

アドレス： http://www.mlit.go.jp 
 

リ コ ー ル 届 出 一 覧 表 
 

リコール届出日：平成29年 7月31日 

リコール届出番号 外－２５１９ リ コ ー ル 開 始 日  平成29年8月1日 

届出者の氏名又は名称 アウディジャパン株式会社 

代表取締役社長 

齋藤 徹 

製作国：ドイツ連邦共和国 

製作者名：アウディ株式会社 

問い合わせ先： 

アウディ コミュニケーションセンター 

(フリーダイヤル) 0120-598119 

(アドレス)http://www.audi.co.jp/ 

不具合の部位（部品名） サンルーフ 

基準不適合状態にある

と認める構造、装置又

は性能の状況及びその

原因 

サンルーフ・フレーム部の整備作業において、サンルーフ部の排水口と排水ホースの組付が

不適切な場合、雨水等が排水ホースを通じて車外に排出されないことがある。そのため、車

外に排出されない雨水等がカーテンエアバッグインフレータと接触している内装材位置決め

用スポンジ（インシュレータ）が吸水し、そのままの状態で使用を続けると、インフレータ

が腐食し、最悪の場合、インフレータが破損して意図せずカーテンエアバッグが展開するお

それがある。 

改 善 措 置 の 内 容  

全車両、カーテンエアバッグのインフレータを確認し、ISI社製インフレータを装着している

場合は、インシュレータを取り外し、インフレータ容器に腐食防止用ワックスを塗布する。

また、サンルーフ部の排水口と排水ホースの組付けが不適切な場合は、ホースを正しく組付

け、インシュレータを取り外し、腐食防止用ワックスを塗布した新品のインフレータと交換

する。 

不 具 合 件 数 ０件 事故の有無 なし 

発 見 の 動 機 本国からの情報による。 

自動車使用者及び自動

車分解整備事業者に周

知させるための措置 

 自動車使用者：ダイレクトメール、電話及び電子メール等で通知する。 

 自動車分解整備事業者：日整連発行の機関誌に掲載する。 

 対策実施済車には、運転者席側ドア開口部のドアロックストライカー付近に外－2519の 

ステッカーを貼付する。 

 
 

車名 型式 通称名 
リコール対象車両の車台番号（シリアル 

番号）の範囲及び輸入期間 

リコール対象 

車の台数 
備考 

アウディ 

ABA- 

8RCALF 

｢アウディQ5 

3.2q ｣ 

WAUZZZ8R0BA010770～WAUZZZ8RXCA092525 

平成22年8月9日～平成24年8月28日 
51台  

ABA- 

8RCDNF ｢アウディQ5 

2.0Tq｣ 

WAUZZZ8R0BA007528～WAUZZZ8RXCA066071 

平成22年7月13日～平成24年10月9日 
198台  

ABA- 

8RCNCF 

WAUZZZ8R0DA008634～WAUZZZ8RXHA025446 

平成24年10月9日～平成28年9月15日 
482台  

ABA- 

8RCTVF 
｢アウディQ5 3.0Tq｣ 

WAUZZZ8R0DA065061～WAUZZZ8RXEA091958 

平成24年10月17日～平成26年7月15日 
65台  

ABA- 

8RCTXF 
｢アウディSQ5｣ 

WAUZZZ8R0EA040985～WAUZZZ8RXGA082681 

平成25年8月16日～平成28年6月7日 
316台  

DAA- 

8RCHJF 

｢アウディQ5 

 ハイブリッド｣ 

WAUZZZ8R0DA014935～WAUZZZ8RXEA034840 

平成24年10月17日～平成26年8月15日 
44台  

 (計6型式) （計5車種） 
（輸入期間の全体の範囲） 

平成22年7月13日～平成28年9月15日 
1,156台  

【注意事項】リコール対象車の車台番号の範囲には、対象とならない車両も含まれています。 


